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モームの文章における
　　副詞及び副詞相当語句の位置
広　田　典　夫
　Somerset　Maughamの文章は，平明でわかりやすい文体で書かれている。
しかし，平明でわかりやすい文体とは，文章構造が単純であるということでは
ない。すぐれたストーリー・テラーであるモームの文章がそのようなものであ
るはずはなく，かれの一見平凡で単純に見えるなにげない表現にも，作家とし
ての細い神経がゆきとどいていることが読みとれるのである。ではどのような
点で，そのようなことが読みとれるかという問題であるが，一つの最も端的な
例としては，副詞の位置を挙げることができよう。実際にモームの文章にあた
ってみれば，かれが副詞の配置にいかに細心の配慮を与えているかはすぐに明
らかになることと思われるので，次にかれのThe　Ashenden　Stor1esの中の
一篇，Miss　Kingから一節を抜き出して掲げてみることにする。
　　Being　no　more　than　a　tiny　rivet　in　a　vast　and　co㎜pIicated㎜achine，he　never
llad　the　adv乱ntage　of　seeing　a　completed　action．He　was　concemed　w；th　the
1〕eg…nning　or　tbe　end　of　it，μ〃ψ5，or　with　some　incident　in　the　m三dd1e，but
what　his　own　doings　led　to　he　had∫ε〃o榊a　chance　of　discoverinみ　It　was　as
unsatisfactory　as　those　modem　novels　that　give　you　a　number　of　unre1ated
episodes　and　expect　yOu　あツ　ク｛2d”9　肋2刎　f093肋27　tO　const「uct　づ腕ツ0”グ例初∂a
cOnnected　narrative一（13）
上の文章の中のイタリック体の副詞や副詞句の位置を，より一般的と思われ
る位置におきかえてみたのが次の文章である。両者を読みくらべてみた時，文
のリズムや徴妙な味わいの違いといったものが感じとれるであろう。
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　　Being　m　more　than　a　tiny　rivet　in　a　vast　and　complicated　machine，he　never
had　the　advantage　of　seeing　a　completed　action－　He　wasμ7伽躯concemed
with　the　beginning　or　the　end　of　it，or　with　some　incident　in　the　middle，but
what　his　own　doings　Ied　to　he∫2〃o刎had　a　chance　of　discovering．It　was　as
unsatisfactory　as　those　modem　novels　that　give　you　a　number　of　mrelated
episodes　and　expect　you　to　construct　a　connected　narrative　初ツo〃γ　刎｛物∂　5ツ
枇伽9肋舳娩励肌
　このようにみてくると，そ一ムの文章構成では，副詞の位置が極めて重要な
意味をもつものと考えられる。
　副詞の位置については一般原則のようなものもあるが，その原則からはみ出
している例も数多く見うけられ肌その原則自体も諸家によって説の異なる場
合もある。それだけ副詞の位置の問題は複雑であるともいえよう。現代英語で
は語順はほぼ確定しているが，その中で，位置についてまだ比較的に広い選択
の余地を残しているのは副詞であろ㌔とすれば，副詞の位置に作家の好み，
個性がある程度強く反映していると考えてよいのではあるまいか。このような
観点からすれば，モームがどのような副詞をどのような位置に配置しているか
を検討することは，モームの文章構造，更にはモームの文体につながる問題と
なってくるのである。
　そこで次に，そ一ムの文章の中の副詞の位置を分類し，検討，考察を加え
ることにするが，具体的には，副詞と副詞相当語句，つまり副詞句・副詞
節，それに副詞節と同様の機能をもつ分詞構文を取り上げてみる・材料として
は，先にあげたMiss　Ki㎎を選んだ。テキストは，Pen馴in　BooksのW・
Somerset　Maugham　Co〃θc肋S乃o〃Sま07㈱γo1〃舳3一これは，いわゆる
The　Ashenden　Storiesと呼ぼれているものである一を用いた。引用文のあと
の括弧の中の数字は頁数を表わす。
I　副詞及び副詞句の位置
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1．副詞が動詞のあとにおかれた場合
　一般原則としては，動詞十副詞が普通の語順として認められているようであ
るが（副詞十動詞が原則という説もある），モームの文章では，動詞十副詞と，
副詞十動詞の割合は，大体4対3くらいで，動詞十副詞の謝頃の方が幾分多
いo
（a）but　the　stodgy　Httle　steamer　plodded∫肋〃妙through　the　choppy　waters　of
　the　lake一（11）
　　and　he　mixedヵ2吻with　such　of　his　countrymen…（12）
　　She　roseゐ召切砂；砂to　her　feet．（40）
　　it　would　be　impossible　to　sit伽κσ〃2妙and　wite　a　play．（20）
　　Ashenden，1yingω刎力〃励妙in　his　bath，was　glad　to　think　that．．．（24）
（b）and　such　communications　as　reached　him　from　Germany　were　handed　to　him
　by　third　parties　and　transmitted〃脇o〃幽1⑳to　the　proper　p1aces．（16）
　　and　the　pavement　was　wet　md　s1ippery　so　that　he　had　to　wa1k〃脇o脇ガo〃．
　（14）
　　’Has　it　got　anything　to　do　with　the　war，Miss　King　P’he　said　o〃切∫ω〃2〃，
　1oudly一（43）
（o）　She　sat　on　the　edge　of　a　chair，刎刎2αs｛り，…　（39）
　　and　the　words　tumbled　out　of　his　mouth伽舳肋o〃吻，1ike　marble　out　of　a
　bag．（32）
　　‘We　haven’t　got　anyone　at　Mainz，’said　Ashenden，ω〃12∫吻，and＿（22）
　（乱）にあげた文は，副詞が動詞に続いておかれた例であるが，様態の副詞が圧
倒的に多い。（b）には，この位置におかれた副詞句の例をあげた。（o）には，動詞
の直後ではなく，文尾に副詞がおかれている例をあげた。（o）にあげた最初の2
つの文を夫々，She　sat舳伽妙on　the　edge　of　a　chairや，the　words
tumb1ed肋舳伽o〃吻ou七〇f　his　mouthと比べてみると，副詞が文尾にお
かれた場合の方が，その副詞に強勢がおかれることになる。第3例のように副
詞の位置が動詞のあとであるか，文尾であるかの区別のつけ難い場合もある。
この文は，マイ／ツで男が」人殺されたポ，その男はあんたの部下ではないか
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と詰問されたのに対して，内心ぎくりとしながら，アシェソデソがさりげなく
誤魔化す所である。文脈からみて，明らかにca工elesslyには強勢がおかれて
いる。このことは，同じ構文の次のような文と比較してみると更に明確なもの
となる。‘Do　not　be　alajmed，’11e　said肋〃∂似（37）‘Perhaps，’said　Ashen－
den∂η似（38）carelesslyには，その前にコソマがあるが，kindly，d町1yの
前にはコソマがない。モームは，コソマによって，CareleSSlyの前に短い休止
をおき，carelesslyに強勢をおいたのである。（b）の最後の例のhe　said　on　a
sudden，1o〃ψの場合も，全く同じ理由でloud1yには強勢がおかれているも
のと考えられる。
2．副詞が動詞の前におかれた場合
（a）It力初妙in｛tated　him　that　they　should　sit　there　with　their　hats　on．（17）
　　The　water　was　just　not　sca1ding　and　he　g畑伽α吻1et　himself　down　into　it、
　（24）
　　Sheα肋α災insisted　on　talking　French．（38）
　　They∫2〃o刎retum　to　the　hotel　till　dawn一（3η
　　A日yhow　the　detectiveω肋〃妙came　to　the　conclusion　that…（20）
（b）　but　he　kept　his　head　and　neverプb7α〃20〃〃勉まraised　his　voice一（22）
　　Lake　Leman，on　fne　days　so㎞m　and　pretけ，arti丘cia1like　a　piece　of　water
　in　a　French　garden，伽棚∫ま2肋ψω肋o刎∫〃吻fゐ〃was　as　secret　as　menacing　as
　the　sea一（3）
　　The　week　before，the　Khedive伽g7勿ま∫鮒2ηhad　passed　three　days　at　the
　hotel　and一・（29）
　（a）には副詞，（b）には副詞句が動詞の前におかれている例をあげた。副詞の種
類としては，様態の副詞と時の副詞が犬都分を占めている。（盆）の最後の例の
evident1yは文修飾の副詞である。
　時の副詞や文修飾の副詞にとっては，動詞の前は最も自然な位置であるが，
様態の副詞がこの位置におかれることは一般には少ない。ところがモームの文
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章では，様態の副詞や副詞句が動詞の前におかれている例はかなりの数に上
る。動詞の前におかれた様態の副詞は，後置されたそれよりも，文中における
意味は蓬かに軽くなる。Pa1mer（0．＆且§383）は，前老を「付随的構成要
素」Inc1denta1Component，後者をr不可欠な構成要素」Essent1al　Component
と呼んでいる。
3．副詞が文頭におかれた場合
（a）　λ肋”φAshenden　knew　his　chief　weu　enough　to　be　aware　that＿（24）
　　‘地α吻，’he　renected，‘there　are　moments　in　life　when＿（24）
　　ハ07伽伽ま吻the　nights　are　long　now・．一（38）
（b）　ハ07”刎o刎召物f　oκま〃o　the　four　of　them　stood　round　the　bed　and　stared　at
　the　dying　woman。（36）
　　W〃乃切挽”閉gり’∫ゐγ〃9げサゐ2∫乃oω1∂召7s　he　put　it　back　in　his　pocket。（22）
　　There　was　a　BuIgarian，an　agent　of　Ashenden，whomカプ飲ωま〃s四ヵ妙he
　had　never　even　spoken　to　in　Geneva一（28）
　　π〃ゐo刎f〃〃oπ∂the　doctor　pointed　to　the　bed。（36）
　　He　fancied　that肋肋058伽肋紗ωhe　saw　a　look　of　reIief．（36）
　（別）には副詞，（b）には副詞句の例をあげたが，副詞句が文頭におかれている例
が多い。文頭におかれた副詞や副詞句にはすべて強勢がおかれる。
4．動詞に助動詞が伴う場合の副詞の位置
（a）　and　there　couldαφψακ〃ま砂be　no　di飼culty　in　his　crossing　the　frontier　on　his
　return．（21）
　　She　was〃昭椛ψω勉妙gowned，but∫o伽ま妙bejeweued，…（27）
　　She　may力〃妙recoマer　the　use　of　her　tongue　in　a　little　while．（36）
　　There　was　in　his　se岬ice　a　Swiss，・・．，who　had〃o吻妙come　fron　Germany，
　・（20）
　　and（he）was伽〃introduced　to　a　midd1e－aged　coloneI　whose　name　he　did
　nOt　CatCh＿　（9）
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（b）R・，shmg壺ng　his：§houlders，would〃〃吻have　ca11ed其im　a　damne吐foo1…
　（24）
　　H・h・d・坤物b…m・・df・・mhi・・1・・p一（35）
　　you　wilI閉ω〃be　admitted　into　any　of　the　A11ied　countri蘭for　the　rest　of
　your1ife．（23）
　　I　shau　beα〃8刎ψobliged　if　you　wiu　not　say　that　there　has　been　a　death．
　（37）
　　I　am　afraid　he　wi1l　be鮒c召〃肋域ツdispleased一（37）
（c）　on　the　pretext　that　he　was　writing　a　book　he　couId〃肋o〃四赦αc左加gαまま刎一
　ガo椛visit　any　neutra王country一（10）
　　and　on　the　other　side　a　yomg　man　with　spectales　wasω肋8〃励伽が4妙
　writing　sheet　after　sheet　of　an　immensely　Iong　letter一（22）
　the　BengaH　before　going　to　Berne　had，力797ωま鮒醐搾妙，Ieft　the　trunk　in
　the　c1oak－room　at　ZOr三ch　station，…　（12）
　he　asked　himseIf　what　Bemard　had励肋θε〃decided　on．（24）
　he　had　come　from　London　three　months　before　and　had∫伽cθ肋伽crossed
　no　frontieL　（17－8）
　You　couId　oグω鮒∫召get　me　sentenced　to　two　years’imprisonment．（23）
　Fow1er（〃．且ひPosition　of　Adverbs，4）は，r副詞が複合動詞一助動詞
十不定詞叉は分詞一と共に用いられた場合，副詞は助動詞と不定詞叉は分詞と
の問，助動詞が2つ以上ある場合には，最初の助動詞のあとにおかれるのが普
通である」と述べている。副詞の種類に関係なく，あらゆる副詞がこの位置に
おかれるのであるが，モームの場合も，様態・時・場所・量などを表わす様々
な副詞が複合動詞の中剛こ配置されている。（a）には助動詞が1つの場合，（b）に
は助動詞が2つ以上の場合の例をあげた。（b）の最後の2例では，副詞が2番目
の助動詞のあとにお牟れている。この語順については，FOw1erは上に引用し
た説明に続いて，次のような例をあげて，O㎡ord　must　be加励妙congrat－
ulated　on　their　victory。／If　the　desired　end　is　ne∀er　attained　it　may　be
ω7刎∫妙hoped　that　especial　care　wil1be　taken　with　the　transIation．
「副詞と本動詞が密接に結びついていて，それがhearty　con暮ratulations／
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eamest　hOpbのように形容詞十名詞の関係を暗示している場合には，その副
詞と動詞とを結びつげておく」と説明している。モームのextremelyOb1iged
と　exceedingly　displeasedも夫々，extreme　ob1igation／exceeding　dis－
pleasure。という関係を示すものであろう。
　（C）には，副詞句が助動詞と本動詞の間に挿入された例をあげた。しかし副詞
句がこの位置におかれるのは，それが長いという理由によるものか，一般にぱ
少ないようである。特に様態の副詞句がこの語順をとることは稀であると思わ
れるo　Zandvoort（H伽励oo居，723）も，The　book　has　been　printed〃肋
gγθατcα脇という例をあげて，r様態の副詞句は，副詞と違って，述語のあと
におかれる」と述べている。ところがモームは，上にあげた例でもわかるよう
に，様態の副詞句も助動詞と本動詞の問に挿入しているのであ肌最初の例は，
on　the　pretext　that　he　was　writing　a　book　he　cou1d∀isit　any　neutral
COmtry〃肋0”α柳α0ま肋g■α”㎝肋〃とする方が自然な語順と思われる。で
は，なぜモームは自然な語順の方を選ぼなかったのであろうか。その理由とし
て，モームは文のリズムに変化を求めたのであろうと考えられる・副詞句を助
動詞と本動詞の聞に挿入すると，本動詞の前に短い休止がおかれることになり，
文のリズムを抑制する効果を生ずることになる。そのような効果をモームは狙
ったのではあるまいか。
　しかし，副詞がいつも助動詞と本動詞との問に位置するとは隈らない。
Fow1erは，前と同じ項目の中で，「I　haveπω〃seen　her．の方が，I刎ω〃
have　seen　her、よりも普通のイデオムであるが，haveに強勢がおかれた場合
には，I　may　have　had　chances　of　seeing　Bemhardt，but　I〃ω〃have
seen　her．のように，一般には拒否されるこの語順も正しい」と述べている。
副詞が複合動詞のあとにおかれること・もあるが，その場合は，副詞に強勢がお
かれることになるo
　次に，例をあげておく。
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（d〕　There　were　as　usua1two　police　o伍cers　on　the　quay　to　watch　the　passengers
　disembark　and　Ashenden，walking　past　them　with　as　mconcemed　an　air　as
　he　could　assume，was　re1ieved　when　he　had　got5αカクb皿（14）
　　It　appeard　that　there　have　been　a　good　many　complaints肋吻of　the　noise
　that　peop1e　make　when　they　come　out　of　the　Casino　late　at　night．（18）
　We　wish　to　know　if　you力㈱o舳妙have　be㎝troubled　by　the　disturbance．
　（18）
　The　wi1d　weather〃肋”5ω閉ヵ18鮒〃2had　swept　a11the　neatness　from　the
　trim　promenade．（14）
　Just　as　passion　wi1l　make　use〃α2勉砂of　the　hackneyed　phrase，so　will　chance
　show　itself　insensitiTe　to　the　triteness　of　the　literary　convention。（35）
　最初の例のhe　had　got∫ψ汐byは，he　had∫ψ砂9ot　byとした方がよ
り自然な語順であろう。だが，safelyをhad　gotのあとにおくことによって，
safe1yに強勢がおかれ，r何事もなく無事に通り抜けることができてほっとし
た」という気持が強く打出されている。2番目の例文の1ate1yについても全
く同じことが言えるであろう。therehave肋吻beenagoodmanycom－
p1aints　of　the　noiseとせずに，1atelyをあとにおいて，この副詞にr特に最
近は」というような強い意味を与えている。叉，1atelyを強めるだげなら・
com寅aints　of　the　noise〃吻としてもよいわげであるのに，late1yをof
the　noiseの前においたのは，勿論，the　noiseにthat以下の形容語句が接続
していることにもよるが，そうすることによってlate1yのあとに小さな切れ
目をおき，「大へんな苦情がでているんですが，それが何かと言えば騒音に対
するる苦情なんですよ」といったような多少勿体ぶった感じをnoiSeという
語に与えるためではなかろうか。
　第3例では，Persona1lyという副詞がhavebeentroub1edの前におかれて
いる。そのため，haveに強勢がおかれ，have　been　troubledはr実際本当に
困っている」というような意味となっている。第4例では，本来，動詞のあと
におかれることが多い様態の副詞句が，複合動詞の前におかれて意味が軽くな
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ったのに対し，had　sweptがrきれいさっぱりすっかり吹きさらってしまって
いた」といったような強い意味をもつようにたった。
　最後にあげた例ば，犬へんに興味深い例である。brazenlyの位置が面白い
のである。wi11〃α詔吻makeuse　Of～とするのが最も普通の謝頃であろうし，
叉，will　make　use　of　the　hackneyed　phrase〃㈱ψの語1頂も可能であろ
う。それなのにbrazen1yは，three・word　verbとも呼び得る肌ake　use　of
というイデオムを切断して，uSeと0fの間に挿入されている。そのため，
brazenlyのあとにはやはりごく軽い休止がおかれることになる。make　use　of
のようなr動詞十名詞十前置詞」の形態をなすイデオムが，助動詞と共に用い
られた場合の副詞の位置としては，助動詞のあとにおかれるのが一般であって，
モームの例のような位置に副詞がおかれているのは稀なことと思われる。参考
までに，0．E．D．から拾った例を次にあげておくが，筆者の調べた範国では，
モームの例と同じ位置に副詞を配置している例は見当らなかった。
　Perhaps　she　had　o〃妙㎜ade　use　of　him　as　a　comenient　aid　to　her　intentions．
　It　would　mt　be　much　Matter　what　I　began　upon，for　I　would卯3∫舳妙1ose
Sight　of　that．
　Very　trifling　circumstances　have　oガ肋given　rise　to　the　most　ingenious　tales．
5．動詞が目的語を伴う場合の副詞の位置
（a）And　now　as　heω〃吻吻put　one　foot　into　the　bath，＿（24）
　　She　was　shouting　at　the　top　cf　her　voice　and舳〃例汐smacked　the　old
　woman’s　face。（29）
　　She　spoke　Eng1ish　and　Frence力εり壱6ま砂一（26）
　　He　watched　the　detectives刎〃妙，・．．（18）
①）　but　what　his　doings　led　to　he　had∫2〃b刎a　chan㏄of　discovering・（13）
　　and　looking　again　Ashenden　through　the　howling　darkness　saw刎｛∫ま妙the
　lights　of　the　qua皿　（13）
　　Ashenden　had〃〃榊a　soft　comer　in　hs　heart．（19）
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　　he　hadα肋η∫a　faint　sense　bf．trepidation㎡hen　he　stood　a㎜on象the　crowd
　at　the　ga！lgway　and　waited　to　land．（14）
　　and　Mr．Ashenden　has∂㎝肋醐much　to　do　tomorrow．（34）
（o）and　on　this　the　coIone1scribbled肋μ〃〃the1lame　of　a　street　and　the
　number　of　a　house一（9）　　　　　　｛
　　It　is　a　profession　full　of　tribulation，but　it　has〃例α〃肋舳its　compensa一
　士iOnS一（19）
　・he　imagined　that　she　tried　to　putづ閉まo乃27∫肋ク2an　unspoken　insult。（31）
　　He　fe1t　certain　then　that　he　saw一加ψ082伽肋ηωa　desperate　e丘ort　to　speak。
　（40）
　　That　did　not　disturb　him，for　he　kept初〃∫〃o刎no　document　that　would
　compromise　him一（16）
　　She　was　notwithstanding　so　sho町that　but　for　R。’s　story　of　the　minister，
　Ashenden　wouId　have　thought　the　sight　of　her　alone　must　have　aroused伽
　四閉ツ0施20〃〃乃0刎5ゐ2d2∫か24まo召κ2πα；s召危召ゲ〃肋s　the　sense　of’prudence・（27）
（d）His　spies　had　told　himげ1肋noth三ng　that　sig皿i丘ed．（33）
　　He　sat　down　at　his　tab1e　and　fee1ing　jaunty　after　his　adventure　ordered
　himself（〃まゐ召召πカ召弼520グ肋3B7〃ゐ此　0o砂27閉〃θ閉f）　a　bottle　of　cha皿ユpagne一（27）
　　his　predecessor　in　Geneva，seeing　hi皿唱eIf，〃ξ肋ακ倣α幽豚励〃sε郷2ρグ”s
　o〃〃伽ヵo〃α伽らshadowed　fro平night　till　night，had　been　so　a脆cted　by　the
　ne前ous　stエain　that．・・（24）
　他動詞とその目的語との結びつきは密接であって，副詞は通常，他動詞十目
的語というグループの前か後におかれる。（乱）には，副詞がこのような位置に即
置された例をあげておいた。2の項目であげた例文の中にも，いくつふこれに
あてはまる例が含まれている。ところが，他動詞と目的語の間に副詞が挿入さ
れることがある。（b〕には，そのよう’な例をあげておいた。この語順については，
Palmer（α＆且§383）は・「副詞は殆どきまって直接目的語叉は問接目的語
のあとにおかれる。いいかえば，副詞は非常に稀に（実事，極めて例外的に）
野と直接目的語叉は間接目的亭の肝お呼る」と茸べており・、子andV00血
（肋〃ろoo尾，717）も，「副詞はその意味や機能によって様々な位置におかれる
が，動詞とその目的語の問におかれる’こ・とは稀である」と述べている。Palmer
818
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　217
は話し言葉としての英語を対象として上のように述べたのであるが，かれは更
に続けて，rこの規則を守らないのは，外国人の話す英語の特徴である」と説
明している。（b）にあげた最後の例が，ユジプト人の王子の言葉であることは，
Palmerの説を裏づけるものであり，モームはそこまでの効果を狙ってこの文
章を書いたのであろうか。しかし，（o）の第2例は，モームの分身であるアシェ
ソデンの科白であることを考え合せてみる時，簡単にそのような断定を下すこ
とはできなくなるのである。
　Zandvoort（肋〃励oo尾，728）は，更にこの語順を論じて次のような例をあげ，
I壬e　discusses〃刎肋あゆthe　deve王opment　of　the1egepd．／Heα∂〃〃5妙
dis㎝sses　the　deve1opment　of　the　legend．r副詞を中間位置に配することは，
必然的に副詞と目的語との問に短い休止をおくことになる。言いかえれぼ，文
の流れを抑制する効果をもつことになる」と述べている。上にあげたモームの
文でも，やはり夫々の副詞のあとには短い休止が入り，従って文の一リズムに切
れ目が生じている。
　（c）には，動詞と目酌語の閻に副詞句がおかれている例をあげた。Fow1er
（〃．且ひPosition　of　Ad▽erbs，6）は，r副詞が比較的短かく，巨的語が長い
場合のほかは，副詞を中間位置におくべきではない」と，かなり強い調子で述
べているが，モームには，上にあげた例のほかに，副詞句が中間位置におかれ
ている例は多くあり，これはモームの文章構成の1つの特色をたすものといっ
てよかろう。目的語が，節であったり，或は附加語がついたりして長くなって
いる例も無論あるが，そうでない例も多いのである。特に最後にあげた例では，
in　anyone　on　whom　she　desired　to　exercise　her　wilesという長い副詞句
が，the　sense　of　prudenceという短い目的語の前におかれている。しかし，
この語順の是非は別として，モームが副詞句を中閻位置におくことによって，
（b）の場合と同じく，文にある種のリズムを与えていることは否めない事実であ
ろう。
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　（a）にあげた最初の2例は，直接目的語と間接目的語との間に副詞句が挿入さ
れた文である。第3例では，目的語とその補語の聞に副詞句が位置している。
2番目の例の副詞句が括弧の中に入れられており，3番目の例では副詞句の前
後にコンマがあることからも，この2つの副詞句には挿入句的な色合いが濃く，
従って当然それらの副詞句の後，時には前にも小さな休止がおかれることにな
るo
6．動詞が補語を伴う場合の副詞の位置
（a）
（b）
　She　wasπo肋〃伽ま閉幽惚so　showy　that…（27）
　but　the　game　was　o肋｛o〃吻but　a　pretext　and一．．（32）
　He　felt　o〃”舳4ゐ〃dreadfu11y　tired一（15）
　and　as　he　stood　for　a　moment　outside　the　door　his　predicament　appeared　to
him　o閉”M6舳rather　droll．（16）
　He　was勿ω〃初g　a　waiter　and　found　a　job　in　a　restaurant＿（21）
　cf．a　w1＝iter　by　profession．（9）
　Of　course　it　would　not　be　very　nice　to　spend　two　years　in　a　Swiss　prison，
but　the　chance　of　this　was，脇εω∫郷∫初σ肋〃まo肋〃gs，one　of　the　inconveniences
of　his　profession．（16）
　動詞が補語を伴う場合，その中聞位置が副詞のとる自然な位置であ肌モー
ムも全くこの原則通りに副詞を配置しているが，（b）に例をあげたように，副詞
句の例もいくつかある。
1．不定詞を修飾する副詞の位置
（a）　In　these　war－times　I　think　a　foreigner　is　wiseα肋〃∫to　keep　his　passport
　on　hinl．（17）
　They（＝her　eyes）contimed　to　stare　at　him伽ω〃初g汐，…（41）
（b）　He　was　a　bi杭er　enemy　of　the　English　and　was　known　to　beα〃砂2砂engaged
　in　stirring　up　trouble　in　Egyp仁（29）
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　the　o箭cials　were　only　too　glad　to　ha平e　doneψ北尾砂with　these　chatter三ng
noisy　wome口and　get　back　to　their　war㎜fres　and　their　cigars．（25）
　いわゆる分離不定詞の例は見当らない。モームはいろいろな副詞をいろいろ
な位置に配置して，起伏に富んだリズムをもつ文章を生み出しているが，不定
詞を修飾する副詞は，これを不定詞の前叉は後という全くまともな位置におい
ている。
　（b）にあげたのは，受動態の不定詞と完了不定詞の例である。このような不定
詞の場合には，「to　haveα肋〃∫thoughtのように，副詞はbe叉はhaveの
あとにおかれるのが全く正常な語順である」と，Evans（0．λ．ひsplit　in丘ni－
ti▽es）は説明している。この語順は，第4項で扱った助動詞十動詞の場合の
副詞の位置と完全に一致する。上にあげたモームの2つの例の中，第1例はこ
の原則通りであるが，第2例ではtohave伽6物doneではなく，tohave
doneψ妙汐となっている。そのためquick1yには強勢がおかれ，「（いやな
仕事は）一刻も早くすませて」という気持がいかにも強く出ているようであ
るo
8．その他
　He　chanced500〃αガ〃〃s〃〃吻1to　go　to　a　party　and＿（9）
　but　in　the　work　upon　which　Ashenden　was　engaged　the　dullness　of　routine
was　apt伽〃”〃幽藺伽to　sIip　quite　shamelessIy　into　the　meIodrama　of　the
sixties。（35）
　To　tell　you　the　tmth，I　am　a　veηsound　sleeper（tbe　resu1t∂吻励1棚of　a
Pure　heart　and　an　easy　conscience），and　I　have　never　heard　a　thing．（19）
　最初の文を，Soo刎ψ〃腕α〃肋1he　chanced　to　go　to　a　partyという
文と比べてみた場合，両著の問には明らかにリズムの相違がある。SOon㎡ter
his　arriva1のあとに短い休止が入る点は同じであるが，書きかえてみた文の
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方が比較的に在めらかなリズムをもっているのに対しで，モームの原文では，
リズムの切断がより強く意識される。これはchanced　t0－g0～と続く英語の
自然なリズムが，その途中で切断されるためによるものであろう。第2例も同
様に，apt　t0～というイデオムのもつ自然なリズムをaptとt0の間に副詞
句を挿入することによって切断している。（cf　be伽惚召7o〃吻apt　to　m1s1ead
begimers＿K舳妙〃8ゐα’5ル〃D肋o伽ηψ肋ψ8乃001106α肋郷）最後の
例の括弧の中の句は明らかに挿入句であり，語を補えぱ，which　is∂0〃捌棚
the　resu1t　of　a　pure　heartandaneasyconscienceとなるものであろう。
which　isを省いても・ゐ勿棚3ss　the　result　of～とするのが普通の語順と思
われるが，doubt1essがresultとofの間に介在することによってofの前に
休止がおかれ，文のリズ今が変化している。
1皿　副詞節の位置
　文中における副詞節の位置も，副詞や副詞句と同様，かなり自由である。
「when　he　came，I　was　not　at　home／if　I　can，I　wi11do　itは夫々，Iwas
not　at　home　when　he　came／I　wil1do　it　if　I　canと副詞節の順序をかえる
ことも可能である。一般原則としては，強勢をおく文（節）や，前の文とより
密接な関係にある文（節）を前におく」と，Sweet（W。且G．§1875）は述べ
ている。
　Miss　Kingの中で用いられている副詞節で，主節head－clauseの前に位置
しているものは80，主節のあとにおかれているものが82と，その数はほぼ等し
く，その点では，まことに均衡のとれた文章構成となっていると言えるかもし
れない。これらの副詞節の中には，当然主節の前におかれるべき副詞節一aS
（理由）で導かれる節（しかし，これは11回きりで，理由を表わす副詞節を導
く接続詞としてぼsince、（5回）が主止Lて用いら」れている一や，当然主節
のあとにおかれるべき副詞節一be㎝』sel（理直）’so　that（結果），than（比
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較）などの接続詞で導かれる節一も含まれている。モ⊥みの申で前位，後位
の両方に用いちれている副詞節を導く接続詞としては，when，if，as（時），
since（理由），befOreなどがある。その中で，when、とifが前位，後位とも
に圧倒的に多く用いられているので，この2つの接続詞で導かれている副詞節
を取り出して検討を加えてみようと思，う。
　whenで始まる節の中で前位におかれている例は21，後位におかれている例
は20，叉，if（even　ifを1例，ifの省かれている節2例を含む）で始まる節の
中では・前位が26，後位が9例となっている・
（a）豚乃脇ゐ“召”伽〃彦（＝伽肋幼α〃α切紗ろoツoψ舳∂肋〃o07伽〃刎，he
　entered　the　hall　with　a　Hurry　of　wi血d　that　sent　the　papers　on　the　porter’s
　desk　Hying　into　the　air一（14＿5）
　　The　colonel，who　was　known　in　the　Intelligence　Department，as　Ashenden
　later　discovered，by　the　letter　R．rose〃加〃加oα刎召伽and　shook　hands　with
　h1m．（9）
　　It刊ashed　across　hi㎜thatゲ挽2伽エ2c肋εα8加6〃刎s刎c免αψ35κo物it　was
　because　he　had　no　shadow　of　proof　that　he　was　engaged　in　any　illegal　practice．
　（18）
　　he　had　a　feeling　that　a　suggest三〇n且o6ted　in　the　air　that　a　clever　writer
　cou1d　do　his　comtry　a　good　tum　and　make　a　vast　amount　of　money　for
　himselfゲ加ω榊∂まo伽ま〃伽まo”κα〃伽雛刎醐ま肋〃〃0ω”あ7初gま0αか0必1”
　〃o〃∂ま乃召力3αoεfゐαf2砂召ηゐ〃〃！α勉刎α〃刎〃sま50s｛〃02π2妙625古πa　（33）
（b）They　had　one　or　two　drinks　up　in　his　room　and　his　theory　is　that肋刎〃5
　ろαo冶〃ω切閉θ∂the　woman　slipped　a　drug　into　his　glass、（10）
　　Ashenden　thought　their（＝the　eyes’）expression　changedω加〃s加∫α〃〃刎．
　（36）
　4戸ツo〃do〃2〃you’11get　no　thanks　andξグッo〃8助古閉まo加0刎〃3　yOu’u　get　nO
　heIp．（11）
　It　is　not　my　faultゲs乃26妄ω加肋2〃o加五　（37）
　（割）には，前位叉は後位におかれた副詞節が文脈上叉は文の構成上，その位置
をかえることが不可能であるか，或は，そうした場合には文章が甚だしくぎこ
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ちないものになると思われる例をあげた。when－clauseの場合，前位21例の中
14例，後位20例の中12例が移動することが不適当と思われる。叉，if－clauseの
中では，前位26例中17例，後位9例中4例が移動を許されないと考えられる。
（b）には，一応位置の移動を許されると思われる例をあげた。when－c1auseの中
では，前位21例中7例，後位20例中8例，if－clauseの中では，前位26例中9例，
後位9例中5例がこれに該当する・しかし，この場合も一応可能と思われると
いうことであって，前位なり後位なりにおかれている副詞節を移動した場合に
は，意味の上で，又，文のリズムの上で徴妙な変化を生ずることは当然のこと
である。
　モームの文章の中の副詞節については，極端に前位が多いとか1或は叉後位
が多いというような傾向はみられず，その意味では均衡のとれた配置となって
いる。ただここで一つ注意すべきことは，中位におかれた副詞節がいくつかあ
るということである。次に例をあげておく。
　He　was　a　neat　creature　and　saw　at　once　that　his　things，肋o〃ψ椛oま初
ぬo〃〃，were　nct　as　he　had　left　them、（16）
　The　t三ny　frail　body　was　suddenly　convulsed　and　that　old　woman，伽肋o刎幼
ろツ四力勉”162功37〃2砺o〃q／〃｛〃，raised　herseIf　up　in　the　bed．（42）
　Ashenden　could　see　that　Bemard，ゐ㎝〃砂〃ろなα榊荻伽，was　a　rel｛ab1e　agent，
・（22）
　At　that　juncture　it　was　imprudent　to　ascribe　any　occurrence，乃伽ω〃αco〃刎一
ね1〃1oo尾2∂，to　the　hazard　of　coincidence．（29）
　He　was　a　tall，thin　felIow，in　weu－cut　c1othes，with　a　c1ose－cropped　Prussian，
head，and　that　peculiar　bend　of　the　body一α8サ免o秘g免ゐ2肌昭γ2プ〃5まαろo刎彦まoわoω
まo邊γη〃勿＿that　you　feel，rather　than　see，in　those　who　have　spent　their　lives
about　a　court、（28）
　it　seemed　absurd〃免2〃ゐ召乃αd6｛勉α1〃”免　α　〃吻〃　ψα”　0πjわπ　ツ2α郷　α吻∂
μの召4ω〃5〃肋〃刎，to　act　as　though　he　did　not　know　him　fro㎜Adam＿
（28）
最初の3例の副詞節（いずれも主語と述語動詞を欠いているが）は，文中の
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主語と述語動詞の問に挿入されたものである。3例とも夫々前位なり後位なり
におくことも可能と思われるが，中位におかれることによってその前後に軽い
休止が入ることになる。第4例ではascribe～t0…というイデオムが，t0の
前に副詞節がおかれることによって切断されている。以上の副詞節はその前後
にコンマがあり，挿入節parenthetic　c1auseの色彩が濃いが，第5例の副詞節
はその前後をダッシュでかこまれ，純然たる挿入節となっている。第4例まで
の副詞節がその位置をかえることが可能であるのに対し，第5例のasthough－
c1auseは，元来，that　pecu1lar　bend　ofthe　body　wh1ch　seemsα∫肋o〃幼
加肋〃伽まαろ0〃㍑050ωま0ακ0〃妙という文における一構成要素なので
あるから，位置を他に移動できず，which　seemsを省いた場合，ダッシュを
用いて挿入節としてその位置に留まることになったものであろう。そのため，
この節はthat　you　fee1，rather　than　see　in～という関係代名詞で導かれる節
と，その関係代名詞の先行詞であるthat　pecu1iar　bend　of血e　bodyとの間
に挿入されることになったのである。最後の例文の中の副詞節は挿入節とはい
えないかもしれないが（その前にコソマもない），やはり中位におかれたもの
である。〃加π加肋6〃〃∂ω肋α〃α〃ψα〃0〃力7ツθ〃Sα〃μαツθ∂
ωκゐω肋〃刎，it　seemed　absurd　to　act～とする方が普通の語順と思わ
れるが，when－c1auseをto　actの前におくことによりto　actの前には休止
がおかれ，従ってtOaCtの意味が強められていると思われる。
　なお次に，参考として1副詞節以外の節（句）が挿入節（句）となっている例を
あげておく。副詞や副詞節と同様，いろいろな位置に挿入されている点が注目
に価する。そして当然，これらの挿入節の前後には休止がおかれるのである。
　　He　watched　the　detectiTes　warily，but　with　an　expression，伽力α物閉〃肋∫θ妖
　of　amiable　unconcern一（18）
　　He　had（加伽肋〃∂〃㈱2のfew　illusions　about　himself．and　so　far　as
　bridge　was　concemed　none．（32）
　　Ashende1l　had　in　him，カs2㈱，a　strain　of　nippancy・。・（16）
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　　She　wore　a　large　white　cotton　nightcap（肋・勿ま〃初gλ5加〃醐肋舳κ〃
　’ゐ2あ70〃勿　〃宮0勉　α　∫ま口〃6　0刎　1ゐ267召∫s｛〃gま”ろ1召）　tied　under　the　chin，．．。（36）
　　fee1ing　death　near，she　had　had　a　sudden　yearning，sゐ2ま免23πα1‘…oグ80　〃吻吻ツ
ッω畑，to　die　wi亡h｛omeone　of　her　own　people，…（40－1）
皿　分詞構文の位置
　　Sweet（W．E．G．§1872）は，r文中における動詞的語群（ここでは分詞構文
の意味に用いて）の位置は全く自由である」と述べているが，副詞的修飾要素
として用いられる分詞構文も叉，主節の前位，後位，そしてその中聞に挿入さ
れるなど，その位置は多様である。
（a）　The　spy　lea口ed　forward　and，焔o’吻滅肋g肋∫砂o加ろ〃8φ刎尾伽g50舌肋1o〃ツ
　■4∫乃8勉6θ免oo刎〃ゐ吻7，burst　out　angrily：（22）
　　　Soon　after　midnight，”7刎ろ527ゐ”〃勿g　あ召ε閉力〃ξs乃召6，the　prince　rose　from　the
　table。（34）
（b）He　llad　half　a　mind　to　tum　tail　and　walk　out　of　the　hotel，肋〃惚ω2ηま尻伽g
　　肋〃〃榊（15）
　　　Two　sailors　tramped　past　him　heavily，肋召〃加αゐろ3〃∂㎝椛エo∫α吻肋吻一
　　5召1㈱伽刎肋2∫1〃肋αまろ1刎伽伽〃伽召5，…（13）
（c）｛i〕　the　strangers，力閉励切g〃1o閉gまo〃”〃力7ゐ伽らhad　been　s！noking　strong
　　　　　and　inexpensive　cigars．（16）
　　　　　　　Ashende皿，6鋤γ肋gまo脇ゐ伽，1ユad　instructed　him　to　go　to　a　certain　caf6
　　　　　at　a　certain　time．（20－1）
　　　　　　　and　Ashenden，肋oκ助〃oま肋o〃初8肋肋2130sチ〃乃α≠〃側彦庇7舳〃oグ
　　　　　肋3かo㎝砂〃賊｛o〃，felt　that　it　beh0Yed　him　to　walk　out　wi士h　dignity．一
　　　　　　　But　noW　the　Baroness　de　Higgins，ゐω初g力〃8加∂加π6肋〃θ7，gat兵erd1』p
　　　　　her　handke土chief　Iand　her　bag，and。。．（3i）
　　　　　　　Ashenden，伽5ω刎刎o物8刎s2〃o嫡f吻g，beca㎜e　strange1y　convmced　that
　　　　　she　had　some　secret　that　she　wished　to　impart　to　him．（41）
　　（ii〕㎏had　been　sent　to　Geoeva，肋o〃初g肋27触∫，to　do　work　gf－a　ee竹ain
　　　　　kind，…　（15－6）
　　（i五〕When　Ashe阜de皿，伽〃惚伽舳紗吻冶吻伽｛7伽紬，・ぐlosed　the　door
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behind　the　pair　he　heaTed　a　great　sigh　of　relief一（20）
　It　looked　as　though，加31加gξ〃，she　had　taken　off　the　receiver　to　call　for
heIp　and　then　collapsed．（39）
　Perhaps　she　had　asked　him　onIy　because，力2〃〃g6〃ま〃％2α汽sbe　had　bad
a　sudden　yearning，．＿（40）
　分詞構文は全部で62例あるが，その中で，（a）にあげたように前位におかれた
例は20，（b）にあげたように後位におかれた例は17，（o）にあげたように文の中に
挿入された例一一ここでは中位と呼ぶことにする一は25となっている。（この
中に0n－ingの形のものが前位に3例，中位に1例含まれてい肌この場合の
一ing形は分詞ではたく動名詞であり，0n－ingは動名詞構文であるが，これは
副詞的修飾要素として分詞構文と同様の機能をもつものであるから，便宜上，
この中に含めた。）
　分詞構文の位置としては，一般に前位と後位が多く，中位は比較的少ないこ
とからみると・モームの場合・中位の方が多く，これが全体の分詞構文の40バ
ーセソトを占めている点は注意すべきことであろう。中位におかれた分詞構文
は多くの場合，前位なり後位なりに位置をかえることも可能であるが，中位に
おかれることによって一前後にコンマをおく場合が多い一一その分詞構文の
前後には短い休止がおかれることになる。
　中位におかれる分詞構文は，（i）にあげたように主語と述語動詞の間におか
れている例が最も多い。その場合，動詞が助動詞を伴っていても，副詞や副詞
句の場合とちがって，助動詞と本動詞の間に挿入されることはない。これは分
詞の性質によるものではあるまいか。分詞構文は，分詞が文全体を修飾する副
詞的修飾要素として用いられているものである。しかし，分詞は本来形容詞的
性格をもつものであり，隈定的用法として名詞を修飾する場合が屡々ある。
ZandY00rt（互伽励oo后，81）があげているMembers〃5〃〃9オo燗伽（＝
who　wish　to　resign）are　requested　to　notify　the　hon．secreta町before
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Jama町1st．という文では，wishing　to　resignはwho　wish　to　resignと
パラフレーズしてあるようにMembersを修飾する形容詞相当語句である。実
際には，この位置におかれた分詞句が，副詞的機能をもつ分詞構文であるか，
名詞を修飾する形容詞相当語句であるか，そのどちらとも判然と区別のつかな
いこともある。こうみてくると，主語と述語動詞の間に挿入された分詞構文は，
勿論，文全体を修飾するものであるが，同時に，分詞の形容詞的性格から，時
には前におかれた主語（名詞）も修飾するという内在的に二重の関係をもつこ
ともあるのではなかろうか。そのため分詞は主語の直後におかれ，助動詞と本
動詞の問におかれることはないのであろうと考えられる。
　（ii）にあげた例文では，分詞構文は主語のあとにおかれていない。なぜ主語
のあとにおかれていないのか，その理由としては，主語がheという代名詞で
あるということが考えられる。代名詞には普通強勢がおかれないので，文のリ
ズムの関係から代名詞のあとに分詞構文を続げることを避けるのではあるまい
か。
　（iii）にあげた文は副詞節の中に分詞構文が挿入された例であるが，最初の文
と，あとの2つの文とでは分詞構文の位置が異なっている。即ち，最初の文で
は，分詞構文は副詞節の主語のあとにおかれており，他の2つの文では，副詞節
を導く接続詞のあとにおかれている。あとの2文の分詞構文の位置を最初の文
のように主語のあとにおいて，as　though　she，伽伽9〃，had　taken　o伍the
receiver／on1y　because　she，プあ〃〃9”2αまゐ〃θα4had　had　a　sudden　yearning
としてもよいと思われるのに，そのような語順となっていないのは，（ii）で述
べた理由と同じく主語が代名詞であるからと考えられる。なお，同じThe
Ashenden　Storiesの中のSanatoriumに，次のような文がある。It　was　a
strange　wor1d　into　which　Ashenden　found　himse1f　thrown　when，〃8
加α肋馴α伽α吻伽〃ωタ惚he　was　able　to　mix　with　his　fel1ow　patients．
（234）この文と（iii）の最初にあげた文とを比べてみると，両者ともにwhen－
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clauseの中に分詞構文が挿入されているが，その位置は，ユつはAshenden
という主語のあとであり，他の1つはwhenという接続詞のあとである。こ
れも，後者の主語がheという代名詞であるという理由にほかならぬものと思
われる。
　以上，モームの文章における副詞及び副詞相当語句の位置を分類して考察し
てみた結果，概括的な結論として，モームは必らずしも一般原則に従うことな
く，様々な位置に様々な副詞を極めて効果的に配し，変化に富むリズムをもっ
た文章を生み出しているといってよいであろう。特に中位を占める副詞が多い
ことが，モームの副詞の位置の一番の特色としてあげられるのではあるまい
か。この場合，中位という言葉はごく一般的な意味で用いたのであって・これ
には，助動詞と本動詞の間，動詞と目的語・補語の間，イデオムの間，それに
副詞節や分詞構文の中位などが含まれている。これら中位におかれた副詞や副
詞相当語句のあと或は前後には通常短い休止がおかれ，それが文の流れに抑制
的効果を与え，平明ではあるが豊かなリズムをもつモームの文体を創り出して
いるものと思われる。
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